






要約:当院 NICU における過去20 年間の素質的胎児疾患児の入院数、比率には増加はみられ

ない。しかし、長期入院児、低出生体重児、院内出生児に占める素質的胎児疾患児の比率

が最近 5年間で増加し、かつ死亡率は低下している。したがって、長期入院、在宅医療に

おける保健指導上問題となる素質的胎児疾患児の増加が危惧される。次に NICU 退院後の初

回外来受診時のアンケート調査では緊急時の医療機関および将来の発達についての不安が

読みとれる。 


